
(１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和２年10月15日（隔月（偶数月）15日発行）　№797

題　字
　初代会長　松　野　盛　吉
定　価　１部　48円
（購読料は年会費に含む）

発行人
　〒010-0951
　秋田市山王四丁目１番２号

秋田地方総合庁舎内
秋 田 県 消 防 協 会

　会長　髙　橋　正　尚
　　電話　018－867－7320
　　FAX　018－863－5910
http://www.shoubou-akita.or.jp
E-mail:ask@shoubou-akita.or.jp

印　刷
　〒010-0951
　秋田市山王７丁目５－29
　　株式会社　松原印刷社
　　電話　018－862－8760
http://www.matsubarainsatsu.co.jp

令
和
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

そ
の
火
事
を

　

防
ぐ
あ
な
た
に

　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル

　

令
和
二
年
度(

第
九
三
回)

殉
職
消
防
職･

団
員
慰
霊
祭
が
、
九
月
八
日(

火)

秋
田
市

千
秋
公
園
本
丸
の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂

碑
」
前
に
お
い
て
、
秋
田
県
消
防
協
会
が

祭
主
と
な
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た

め
、
来
賓

と
遺
族
の

参
加
を
見

送
り
、
消

防
協
会
役

員
な
ど
二

〇
名
が
参

列
し
ま
し

た
。

　

神
事
の

後
、
髙
橋

正
尚
秋
田

県
消
防
協

会
長
が
、「
こ
こ
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
四
七

柱
の
御
霊
が
不
屈
の
消
防
魂
で
職
責
を
全

う
さ
れ
た
そ
の
崇
高
な
精
神
は
、
県
内
消

防
人
の
鑑
で
あ
り
、
我
々
消
防
人
は
御
霊

の
ご
遺
訓
を
胸
に
、
一
致
団
結
し
て
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
善
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
祭
主
祭
文
を
奏

上
し
ま
し
た
。

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
九
月
八
日(

火)

の
慰
霊
祭
に

先
立
ち
、
八
月
二
七
日(

木)

に
六
一
名
の

入
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
向
か

第
七
四
期
初
任
教
育
入
校
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

令
和
二
年
度
殉
職
消
防
職・団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

　

一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
第
二

回
理
事
会
は
、
九
月
八
日（
火
）、
令
和
二

年
度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
終
了

後
、
イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
中
通
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
協
議
事
項
等
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。 第

二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

い
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
碑
内
の
玉
石
を

移
動
さ
せ
て
枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
た

り
、
周
囲
の
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い
た
ほ

か
、
碑
に
付
着
し
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ
を

洗
い
流
し
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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【
協
議
事
項
】

①
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
の
上
申

　
　

特
別
表
彰
ま
と
い
は
小
坂
町
消
防

団
、
表
彰
旗
は
八
郎
潟
町
消
防
団
、
竿

頭
綬
は
北
秋
田
市
、
八
峰
町
、
井
川
町

の
各
消
防
団
、
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
い

て
も
対
象
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

②
秋
田
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
　

各
支
部
か
ら
上
申
さ
れ
た
と
お
り
授

与
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
勤
続
章　

五
九
五
名

　

・
功
労
章　
　

四
八
名

　

・
消
防
団
員
家
族
表
彰　

　
　
　

六
家
族
（
一
九
名
）

【
報
告
事
項
】

①
令
和
二
年
度
消
防
車
輌
の
交
付
要
望

　
　

羽
後
町
消
防
団
の
要
望
車
両
（
Ｓ
Ｕ

Ｖ
型
）
を
日
本
消
防
協
会
に
申
請
し
ま

し
た
。

②
全
県
消
防
団
長
研
修
会

　
　

一
一
月
一
三
日
（
金
）
一
四
時
、
イ

ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
中
通
）
で
「
消
防
団

員
の
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
　

一
二
月
五
日
（
土
）
一
三
時
三
〇

分
、
イ
ヤ
タ
カ
で
講
演
や
活
動
事
例
発

表
を
行
い
ま
す
。

　

※

講
師
は
、
富
山
県
小
矢
部
市
消
防
団 

女
性

分
団 

分
団
長 

嶋
田
幸
恵 

氏
に
決
ま
り
ま

し
た
。

④
若
手
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
行
事
の

　

開
催

　
　

令
和
三
年
二
月
六
日（
土
）一
三
時
、

イ
ヤ
タ
カ
で
講
演
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

⑤
消
防
団
員
研
修

　

■
女
性
消
防
団
員
教
育
訓
練

　
　

一
〇
月
一
〇
日（
土
）〜
一
一
日（
日
）

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
の
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策

　
　

セ
ミ
ナ
ー
《
県
内
三
〇
名
》

    　

一
一
月
一
四
日（
土
）

　
　

場
所
：
イ
ヤ
タ
カ（
秋
田
市
中
通
）

　
　
　
　
　
　
　

※

会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

■
消
防
団
員
指
導
員
研
修

　
　

一
一
月
二
八
日（
土
）〜
二
九
日（
日
）

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

分
団
指
揮
課
程

　
　

令
和
三
年
二
月
二
七
日（
土
）〜

二
八
日（
日
）

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
基
礎
教
育

　
　

令
和
三
年
三
月
六
日（
土
）〜七

日（
日
）

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

現
場
指
揮
課
程

　
　

令
和
三
年
三
月
一
三
日（
土
）〜

一
四
日（
日
）

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

消
防
学
校
の
訓
練
や
座
学
で
知
識
、
体

力
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
約
四
ヶ
月
。

　

同
期
の
仲
間
と
共
に
訓
練
を
重
ね
て
き

て
、
多
く
の
知
識
を
手
に
入
れ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
を
実
務
研
修
で
見
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
甘
か
っ
た
。

　

吹
き
抜
け
の
あ
る
二
階
へ
の
ホ
ー
ス
延

長
で
小
縄
を
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
意
味
を

考
え
ず
に
活
動
し
て
し
ま
っ
た
。

　

本
当
な
ら
ば
、
ホ
ー
ス
を
吊
り
上
げ
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
後
か
ら
気
が

つ
い
た
。

　

ま
た
、
現
場
想
定
訓
練
で
は
、
放
水
、

三
連
梯
子
で
侵
入
、
検
索
救
助
な
ど
、
火

災
発
生
時
に
行
う
活
動
を
一
気
に
行
っ
た

の
だ
が
、
足
が
つ
っ
て
し
ま
い
、
自
分
だ

け
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

現
場
で
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
先
輩

や
多
く
の
人
に
迷
惑
が
か
か
り
落
胆
さ
せ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
訓
練
中
で
も
要
請
が
あ
れ
ば

出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
玉　

竜
也

（
秋
田
市
消
防
本
部)

　

残
り
一
ヶ
月
で
体
力
作
り
を
中
心
に
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

二
回
目
の
実
務
研
修
だ
っ
た
が
、
ま
だ

ま
だ
慣
れ
な
い
部
分
が
多
く
あ
っ
た
。

　

階
段
を
使
っ
た
二
階
へ
の
ホ
ー
ス
延
長

で
は
、
結
合
金
具
の
置
く
位
置
や
ホ
ー
ス

の
ね
じ
れ
な
ど
に
注
意
し
て
行
っ
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
や
余
裕
ホ
ー
ス
を
取
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
残
り
一
ヶ
月

で
直
す
よ
う
に
し
た
い
。

　

防
火
衣
を
着
装
し
て
訓
練
し
た
の
で
、

と
て
も
暑
か
っ
た
。

　

所
属
で
は
、
こ
う
い
う
訓
練
は
毎
日
あ

る
の
で
、
暑
さ
に
慣
れ
て
問
題
な
く
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

午
後
は
応
用
訓
練
で
、
放
水
し
た
り
、

呼
吸
器
を
背
負
っ
て
検
索
し
た
り
、
午
前

以
上
に
大
変
だ
っ
た
。

　

三
連
梯
子
を
使
っ
た
訓
練
で
は
、
所
属

の
や
り
方
を
新
し
く
学
ぶ
な
ど
勉
強
に
な

っ
た
。

　

隊
長
の
命
令
は
絶
対
な
の
で
、
し
っ
か

り
指
示
を
聞
き
、
ミ
ス
な
く
行
動
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

　

消
防
学
校
も
残
り
一
ヶ
月
と
な
っ
た
。

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
無
事
に
卒
業

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

相
原　

翔
琉

（
秋
田
市
消
防
本
部)

第 74 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

実
務
研
修
を

　

 　
　

 

終
え
て



(３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和２年10月15日（隔月（偶数月）15日発行）　№797

練
、三
連
梯
子
取
扱
訓
練
、救
急
訓
練
、暑

熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

三
連
梯
子
の
訓
練
で
は
、
一
、
二
連
目

が
同
時
に
伸
梯
す
る
梯
子
を
使
用
し
、
各

番
員
の
動
き
に
違
い
が
あ
っ
た
の
で
、
繰

り
返
し
訓
練
し
て
習
熟
に
努
め
る
。

　

三
重
も
や
い
の
作
成
で
は
、
無
駄
な
動

き
が
多
く
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
、
迅
速

確
実
に
作
成
で
き
る
よ
う
、
練
習
し
て
感

覚
を
掴
む
よ
う
に
し
た
い
。

　

救
急
訓
練
で
は
、
Ｐ
Ａ
連
携
と
し
て
ポ

ン
プ
隊
の
隊
長
役
で
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

　

学
校
の
訓
練
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
意

識
、
呼
吸
の
確
認
、
胸
骨
圧
迫
の
評
価
、

気
道
確
保
等
、
現
場
を
想
定
し
行
う
こ
と

が
で
き
た
。　

　

実
際
に
は
隊
員
と
し
て
活
動
す
る
の

で
、
隊
長
の
指
示
を
先
読
み
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
反
復
し
て
い
く
。

　

暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
完
全

着
装
で
庁
舎
周
り
を
歩
き
、
一
周
し
た
ら

面
体
着
装
、
三
重
も
や
い
作
成
を
十
回
繰

り
返
し
た
。

　

面
体
を
着
装
す
る
と
視
界
が
狭
く
な
る

が
、
現
場
で
も
あ
り
得
る
こ
と
を
意
識
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

暑
い
夏
、
現
場
で
活
動
で
き
る
よ
う
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
た
い
。

　

一
ヶ
月
後
に
は
実
務
に
入
り
、
実
際
に

現
場
に
も
出
場
す
る
の
で
、
残
り
の
学
校

で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
更

に
気
合
い
を
入
れ
て
励
ん
で
い
く
。

　

今
回
は
二
回
目
の
実
務
研
修
で
あ
っ
た

が
、
私
に
と
っ
て
は
今
回
が
一
回
目
で
あ

っ
た
た
め
、
前
回
の
分
も
取
り
戻
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
だ
。

　

現
場
で
活
動
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
技
術
力
向
上
を
目

標
と
し
た
。

　

所
属
か
ら
は
、
即
戦
力
と
な
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
実
務
研

修
に
は
強
い
気
持
ち
で
臨
ん
だ
。

　

訓
練
で
は
、
火
災
防
ぎ
ょ
や
車
両
誘

導
、
ホ
ー
ス
カ
ー
等
に
よ
る
ホ
ー
ス
延
長

要
領
、
三
連
梯
子
の
要
領
、
器
具
結
索
な

ど
を
一
通
り
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
消
防
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
で
き
た
と
思

う
。
改
善
点
は
、
巻
き
結
び
を
様
々
な
方

法
で
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。

　

一
人
の
消
防
士
と
し
て
戦
力
に
な
る
た

め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
や
技
術
が

必
要
だ
が
、
今
回
の
研
修
で
見
つ
け
た
課

題
や
反
省
点
を
こ
れ
か
ら
に
活
か
し
て
い

く
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
知
識
・
技
術

の
習
得
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、予
防
業
務
、乗
車
訓

　

二
回
目
の
実
務
研
修
で
は
、
習
得
す
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

車
両
点
検
で
は
、
車
両
の
ラ
ン
プ
の
名

称
の
多
さ
に
驚
い
た
。

　

資
機
材
点
検
で
は
、
ど
の
車
両
に
ど
の

資
機
材
が
あ
る
か
を
教
わ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
と
使
い
方
を
し
っ
か

り
覚
え
て
、
所
属
で
使
え
る
よ
う
努
力
し

た
い
。

　

午
後
の
応
急
は
し
ご
訓
練
で
は
、
素
早

く
や
る
だ
け
で
な
く
、
正
確
さ
が
大
事
と

教
わ
っ
た
。

　

掛
け
が
ね
が
し
っ
か
り
掛
か
っ
て
い
る

か
、
三
重
も
や
い
が
身
体
に
し
っ
か
り
は

ま
る
か
を
確
実
に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
。

　

ホ
ー
ス
の
中
継
要
領
で
は
、
防
火
衣
、

呼
吸
器
を
着
装
し
て
行
っ
た
。

　

ホ
ー
ス
カ
ー
を
使
う
時
は
ス
ピ
ー
ド
も

大
事
だ
が
、
自
分
で
止
ま
れ
る
く
ら
い
で

な
い
と
い
け
な
い
と
教
わ
っ
た
。

　

火
災
現
場
で
止
ま
れ
ず
に
二
次
災
害
が

起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

扱
い
た
い
。

　

今
回
の
実
務
研
修
で
は
、
早
さ
も
大
事

だ
が
焦
ら
ず
正
確
確
実
に
行
動
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。

　

学
校
生
活
も
残
り
少
な
い
の
で
、
一
生

懸
命
努
力
し
た
い
。

　

今
回
は
所
属
に
戻
る
前
の
最
後
の
実
務

研
修
な
の
で
、
前
回
よ
り
も
成
長
し
た
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
挨
拶
を
し
っ
か

り
行
い
、
声
を
出
し
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け
た
。

　

午
前
中
は
通
信
業
務
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　

色
々
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
通
報
者
に

聴
取
し
、
的
確
に
指
令
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
本
当
に
大
変
な
と
こ
ろ

だ
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
言
語
障
害
や
聴
覚
障
害
の
人
で

も
通
報
で
き
る
N
e
t
1
1
9
が
導
入
さ

れ
、
ど
ん
な
人
で
も
通
報
で
き
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

午
後
か
ら
放
水
訓
練
を
行
っ
た
。

　

背
負
式
に
積
ん
で
あ
る
ホ
ー
ス
や
ホ
ー

ス
バ
ッ
ク
の
ホ
ー
ス
を
延
長
す
る
作
業
を

行
っ
た
。

　

結
合
部
の
確
認
や
余
裕
ホ
ー
ス
を
取
る

な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め

て
感
じ
た
。

　

夜
間
の
通
信
勤
務
で
は
、
実
際
に
救
急

の
通
報
が
流
れ
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
冷

静
に
手
際
よ
く
対
処
し
て
い
る
先
輩
方
は

本
当
に
凄
い
と
思
っ
た
。

　

残
り
一
ヶ
月
弱
で
所
属
に
戻
る
の
で
、

更
な
る
成
長
を
求
め
て
残
り
の
期
間
頑
張

ろ
う
と
思
う
。

安
井　

晴
貴

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

渡
部　

颯
人

 (

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)

安
田　

夏
葵

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)

戸
川　

颯
斗

 (

鹿
角
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部)



　№797（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和２年10月15日（隔月（偶数月）15日発行）（４)

　

最
後
の
実
務
研
修
を
終
え
、
現
場
活
動

の
動
き
や
心
構
え
、
当
務
中
の
過
ご
し
方

な
ど
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

訓
練
で
は
、
応
急
は
し
ご
訓
練
と
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
を
行
っ
た
。

　

応
急
は
し
ご
訓
練
は
、
学
校
で
習
っ
て

い
る
こ
と
を
基
本
に
、
三
重
も
や
い
結
び

を
落
と
さ
ぬ
よ
う
に
、
先
に
結
索
部
分
を

渡
し
て
か
ら
ベ
ル
ト
に
掛
け
て
い
る
部
分

を
取
る
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
行
っ

た
。

　

要
救
助
者
へ
の
声
の
か
け
方
や
隊
員
同

士
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
、
ダ
ミ
ー
を

本
当
の
人
だ
と
思
っ
て
扱
う
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、
ポ
ン
プ
車
か

ら
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
実
際
に
放
水
し

た
。

　

ホ
ー
ス
カ
ー
の
操
作
や
手
び
ろ
め
に
よ

る
延
長
は
訓
練
の
成
果
を
出
せ
た
と
思
う

が
、
放
水
の
反
動
力
を
考
え
た
余
裕
ホ
ー

ス
を
十
分
に
取
る
こ
と
が
で
き
ず
指
摘
を

受
け
た
。

　

四
ヶ
月
半
の
訓
練
を
経
て
、
動
き
や
注

意
点
な
ど
を
頭
と
体
で
覚
え
て
き
た
と
思

う
が
、
実
際
の
現
場
活
動
で
自
分
の
役
目

を
果
た
せ
る
か
を
考
え
る
と
、
知
識
と
技

術
の
不
足
を
痛
感
す
る
。

　

残
り
の
学
校
生
活
を
有
意
義
に
意
欲
的

に
過
ご
し
、
一
回
り
二
回
り
成
長
し
た
姿

を
所
属
の
先
輩
方
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
引
き
続
き
頑
張
り
た
い
。

　

三
回
目
の
実
務
研
修
を
終
え
、
ま
た
新

た
な
知
識
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
回
目
よ
り
二
回
目
、
二
回
目
よ
り
三

回
目
と
各
回
の
研
修
を
大
事
に
し
、
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
知
識
・
技
術
の
未

熟
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

朝
か
ら
貴
重
な
経
験
を
し
た
。

　

資
機
材
の
点
検
を
見
学
し
て
い
た
時
、

火
災
の
指
令
が
入
り
、
車
庫
の
中
が
騒
然

と
な
っ
た
。

　

私
た
ち
は
驚
い
て
あ
た
ふ
た
し
て
い
た

所
、
す
ぐ
さ
ま
防
火
衣
を
着
装
し
出
動
し

て
い
っ
た
。

　

生
の
出
動
を
見
て
、
冷
静
さ
、
ス
ピ
ー

ド
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
防
火
衣
着
装
訓
練

で
は
普
段
通
り
に
で
き
ず
、
速
さ
、
正
確

さ
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ス
延
長
訓
練
で
は
、
今
ま

で
学
ん
だ
も
の
以
外
に
、
馬
蹄
折
り
を
習

っ
た
。

　

大
曲
仙
北
で
は
重
要
な
折
り
方
で
し
っ

か
り
覚
え
た
い
と
思
っ
た
。

　

今
回
は
、
初
任
科
で
の
成
果
を
出
せ
た

も
の
、
ま
だ
ま
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
、

完
璧
に
熟
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

残
り
一
ヶ
月
、
即
戦
力
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

二
回
目
の
宿
泊
の
実
務
研
修
は
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
訓
練
中
に

救
急
の
出
動
指
令
が
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
か
ら
要
救
助
者
を
引
き
継
ぐ
と
こ
ろ
を

見
学
で
き
た
こ
と
だ
。

　

初
任
教
育
中
に
間
近
に
見
る
の
は
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
だ
と
感
じ
た
。

　

座
学
は
査
察
と
救
急
を
行
っ
た
。

　

査
察
は
、
資
料
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
実

際
の
査
察
の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。

　

消
防
学
校
で
の
座
学
が
活
き
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　

救
急
で
は
、
通
報
内
容
か
ら
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
病
名
を
答
え
る
訓
練
を
行

っ
た
が
、
答
に
近
づ
け
ず
、
ま
だ
ま
だ
と

感
じ
た
。

　

そ
の
他
、
基
本
的
な
結
索
か
ら
放
水
ま

で
様
々
な
こ
と
を
行
い
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を

携
行
す
る
た
め
の
結
索
を
し
っ
か
り
と
覚

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

角
館
消
防
署
は
雰
囲
気
も
良
く
、
と
て

も
有
意
義
な
実
務
研
修
と
な
っ
た
。

因
幡　

航
希

 (

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

佐
々
木　

優
斗

 (

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

髙
橋　

大
輝

 (

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)
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秋
田
県
消
防
学
校
第
七
四
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
八
日（
金
）、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
、
各
消
防
本
部
消
防
長
な
ど
約
一
〇
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。六
二
名
の
修
了
生
は
、六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、明
日
か
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
進
藤
学
校
長
が
修
了
生
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
と
成
績
優
秀
者
に

表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
秋
田
県
知
事
あ

い
さ
つ（
代
読
）、来
賓
祝
辞（
工
藤
秋
田
県

消
防
長
会
長
・
髙
橋
秋
田
県
消
防
協
会
長
）

と
続
き
、修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、最
後
に

校
歌
を
演
奏
し
て
終
え
ま
し
た
。

■
優　

秀　

賞
（
四
名
）

　
大
館
市
消
防
本
部  
横
渕　

孝
太

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

今
野　

景
太

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

佐
藤　

健
司

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

安
井　

晴
貴

■
功　

労　

賞
（
五
名
）

　
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

佐
藤　

尚
人

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

田
口　
　

奏

　
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

菅
原　

和
希

　
秋
田
市
消
防
本
部 

成
田　

幸
介

　
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

加
藤　

広
大

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
四
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
四
期
修
了
式

六
二
名
修
了

六
二
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

表
彰
状
授
与

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
士

　

 

佐
藤　

尚
人

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

進
藤　

隆
男

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

　

仲
間
と
共
に
、
厳
し
い
訓
練
や
座
学
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
時
間
が
お

互
い
の
絆
を
深
め
、
社
会
人
、
消
防
職
員

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
使
命
感
を
忘
れ

ず
、
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
新
た
な
一
歩
を
進
め
る
に
当

た
り
、私
か
ら
二
つ
お
話
し
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
常
に
前
向
き
に
少
し
で
も

進
み
続
け
る
」こ
と
で
す
。皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
多
く
の
職
場
や
様
々
な
仕
事
を
経

験
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
間
、ど
ん
な
状
況

で
も
歩
み
を
止
め
ず
前
向
き
に
進
み
、
成

長
し
続
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
苦
し
い
と
き
は
音
を
上
げ

る
」こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
想
像
を
越
え
た

困
難
や
厳
し
い
現
場
に
直
面
し
、
身
心
に

大
き
な
負
担
が
掛
か
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。そ
う
し
た
時
、仲
間
や
上
司
に
遠

慮
な
く
音
を
上
げ
て
、
心
の
内
を
解
放
し

て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
、
仲

間
の
痛
み
や
苦
し
み
の
一
端
を
引
き
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

各
消
防
本
部
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

方
々
も
皆
さ
ん
の
若
い
力
に
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。「
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う

初
心
を
忘
れ
ず
信
念
を
貫
き
、
堂
々
と
職

責
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
健

闘
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
が
、
実
り
多
い

も
の
に
な
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

初
任
教
育
第
七
四
期
修
了
式

六
二
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待
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第 74 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

成
田　

幸
介

　

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
の
半
年
間

だ
っ
た
。
辛
く
苦
し
い
事
も
あ
っ
た
が
、

仲
間
に
助
け
ら
れ
頑
張
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
所
属
に
戻
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仲
間
を
大
切
に
し

た
い
。

秋
田
市
消
防
本
部　

越
中　

朝
陽

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
案
外
短
い
半
年
で

は
あ
っ
た
が
、
中
味
は
か
な
り
濃
密
な
も

の
だ
っ
た
と
思
う
。
別
れ
る
の
は
心
苦
し

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
で
み
ん
な
が
活

躍
で
き
る
よ
う
高
め
合
っ
て
い
き
た
い
。

秋
田
市
消
防
本
部　

加
藤　
　

祥

　

こ
の
六
ヶ
月
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
間
と
毎
日
切
磋
琢

磨
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
校
し
た
時
は
辛
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は

卒
業
す
る
の
が
辛
い
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
充

実
し
た
半
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
館
市
消
防
本
部　

木
立
さ
く
ら

　

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
四
月
か
ら

も
う
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
訓
練
礼
式
や

消
防
の
基
礎
を
学
び
、
今
の
自
分
は
成
長

し
た
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
仲
間

と
支
え
合
い
協
力
し
合
っ
た
半
年
間
の
経

験
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

近
藤　

伸
亮

　

私
は
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。道
端
に
落
ち

て
い
る
ゴ
ミ
や
掲
示
物
が
曲
が
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
現

場
活
動
の
安
全
管
理
や
傷
病
者
の
状
態
変

化
に
素
早
く
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

田
口　
　

奏

　

入
校
前
は
半
年
間
は
厳
し
い
道
の
り
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
始
ま
っ
て
み
る
と
座

学
、
訓
練
に
夢
中
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
る
。出
会
っ
た

同
期
と
の
絆
を
大
切
に
、
職
場
に
戻
っ
て

も
初
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

佐
藤　

健
司

　

こ
の
半
年
間
は
非
常
に
実
り
の
多
い
も

の
で
し
た
。
消
防
の
知
識
が
何
も
無
い
状

態
か
ら
機
材
の
扱
い
方
、
査
察
で
必
要
な

知
識
、
人
と
し
て
温
か
い
心
を
持
つ
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
半
年
間
で
学
ん
だ
事
を

忘
れ
ず
、
所
属
に
戻
っ
て
か
ら
も
技
量
に

磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

小
林　

大
理

　

初
任
教
育
が
四
月
に
始
ま
り
、
長
い
よ

う
で
短
い
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
不
安
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
七
四

期
の
皆
と
過
ご
し
た
時
間
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。
初
任
教
育
を
終
え
て
も
皆

と
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

横
手
市
消
防
本
部　

五
十
嵐
駿
悟

　

初
任
教
育
の
半
年
で
、
何
も
分
か
ら
な

い
状
態
か
ら
様
々
な
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
は
と
て
も
き

つ
か
っ
た
で
す
が
、
七
四
期
の
皆
と
一
緒

に
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
辛
く

も
楽
し
い
半
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

石
坂　

賢
太

　

こ
の
半
年
間
が
と
て
も
長
か
っ
た
と
感

じ
る
。
そ
れ
は
一
日
一
日
の
内
容
が
濃

く
、
毎
日
多
く
の
知
識
を
取
り
入
れ
た
か

ら
だ
。
入
寮
時
の
こ
と
が
懐
か
し
く
感
じ

ら
れ
る
分
、
確
実
に
成
長
で
き
て
い
る
と

思
う
。
私
に
と
っ
て
貴
重
な
半
年
間
だ
っ

た
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

後
藤　

啓
吾

　

こ
の
半
年
間
、
座
学
訓
練
共
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

消
防
用
設
備
や
査
察
等
の
座
学
、
現
場
活

動
を
想
定
し
た
火
災
防
御
訓
練
な
ど
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
し
た
。
半
年
間
で
得

た
知
識
を
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
で
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

菅
原　

和
希

　

半
年
間
で
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
た
。
七
四
期
の
仲
間
と
も
出
会
え
た
。

生
活
を
共
に
し
、
楽
し
い
事
も
苦
し
い
事

も
一
緒
に
過
ご
し
た
日
々
が
終
わ
る
と
思

う
と
寂
し
く
な
る
が
、
消
防
士
と
し
て
成

長
し
、
ま
た
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
所
属

に
戻
り
頑
張
り
た
い
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

佐
藤　

尚
人

　

思
い
返
す
と
あ
っ
と
い
う
間
の
半
年
で

あ
っ
た
。
同
期
と
過
ご
し
た
内
容
の
濃
い

充
実
し
た
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
財
産
だ
。
ま
た
い
つ
か
同
期
と

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

伊
藤
光
輝
人

　

こ
の
半
年
間
は
、
新
た
な
出
会
い
と
初

め
て
の
経
験
ば
か
り
で
、
生
ま
れ
て
か
ら

一
番
濃
い
半
年
間
で
し
た
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
、
所
属
で
即
戦
力
に
な
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

阿
波
野
睦
紀

　

社
会
人
と
し
て
初
め
て
仕
事
を
し
た
半

年
間
で
し
た
。
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
大

変
で
し
た
。
訓
練
も
厳
し
い
時
が
あ
り
、

心
が
折
れ
そ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
七

四
期
の
仲
間
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最

高
の
仲
間
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

大
曲
仙
北
消
防
本
部　

須
田　

忠
厚

　

総
員
六
二
名
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
過

ご
せ
た
。
難
し
い
座
学
や
厳
し
い
訓
練
も

七
四
期
の
仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
幸
せ
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
は
、
こ
の
経
験
を

糧
と
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。

大
曲
仙
北
消
防
本
部　

鶴
岡　

咲
栄

　

半
年
間
で
色
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
寮
の
団
体
生
活
で
仲
間
を
気
遣

っ
た
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
も
一
通
り
で
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き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仲
間
と
別
れ
る
の

は
悲
し
い
が
、
こ
こ
で
の
生
活
を
思
い
出

し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

大
曲
仙
北
消
防
本
部　

高
橋　

麗
翔

　

学
校
で
は
消
防
士
と
し
て
必
要
な
技
術

や
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
所
属
に
帰
っ
た

ら
学
校
で
身
に
付
け
た
技
術
や
知
識
を
生

か
し
て
、
地
元
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
消

防
士
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
沢
雄
勝
消
防
本
部　

柴
田　

英
寿

　

半
年
間
で
沢
山
の
仲
間
を
作
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
厳
し
い
訓
練
も
共
に
取
り

組
ん
だ
お
か
げ
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仲

間
た
ち
と
の
友
情
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

八
月
三
〇
日（
日
）、
由
利
本
荘
市
を
会

場
と
し
て
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
住
民
の
参
加
は
見
送
り
、
県
、
同
市
、

県
警
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
、
三
〇
機
関

か
ら
約
四
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
同
日
九
時
過
ぎ
、
秋
田
沖
を

震
源
と
す
る
Ｍ
８
．
７
の
地
震
が
発
生
、

同
市
で
震
度
６
弱
を
観
測
、
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

  「
津
波
災
害
救
助
訓
練
」
で
は
、
津
波
が

子
吉
川
を
遡
上
し
、
流
さ
れ
た
人
や
対
岸

に
取
り
残
さ
れ
た
人
、
押
し
流
さ
れ
た
家

屋
や
瓦
礫
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
関
係

機
関
が
連
携
し
て
救
助
し
ま
し
た
。

　
「
多
重
交
通
事
故
対
策
訓
練
」で
は
、
地

震
に
よ
り
、
走
行
中
の
大
型
バ
ス
を
含
む

複
数
の
車
両
事
故
で
負
傷
者
が
多
数
発
生

し
た
と
想
定
。

　

近
隣
消
防
本
部
へ
の
応
援
、
医
師
会
へ

の
医
師
派
遣
、
医
療
機
関
へ
の
受
入
を
要

請
し
、
ヘ
リ
・
車
両
で
負
傷
者
の
搬
送
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
」で
は
、
避
難

者
の
検
温
を
行
う
な
ど
、
感
染
防
止
を
考

慮
し
た
避
難
所
の
開
設
・
運
営
を
確
認
し

ま
し
た
。

多重交通事故対策訓練 津波災害救助訓練
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
消
防
操
法
大
会
を

始
め
各
種
大
会
が
相
次
い
で
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
男
鹿
市
消
防
団
は
、
消
防
団

員
と
消
防
職
員
の
お
互
い
に
顔
が
見
え
る

関
係
の
構
築
や
、
災
害
現
場
で
よ
り
円
滑

な
連
携
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
男

鹿
地
区
消
防
署
と
合
同
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
男
鹿
市
消
防
団
全
て
の

分
団
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、
各
分
団
が

管
轄
す
る
地
域
の
特
性
等
を
考
慮
し
た
訓

練
や
、
消
防
団
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と

し
た
救
急
救
命
講
習
な
ど
、
訓
練
内
容
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
消
防
操
法
訓
練

や
全
市
を
あ
げ
て
行
う
総
合
防
災
訓
練
な

ど
、
消
防
団
員
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

訓
練
が
行
え
な
い
な
か
、
今
回
実
現
し
た

合
同
訓
練
は
多
く
の
団
員
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
男
鹿
市
消
防
団
は
可
能
な
限

り
合
同
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
男
鹿
南
秋
潟
上
支
部
〕

男
鹿
市
消
防
団
は
男
鹿
地
区
消
防
署

と
合
同
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-41
-10
-  1
-15
-67
-  1
-32

-11
1
0
5

-  5
2

-  3

198
32
31
95
356
18
85

145
32
20
88
285
13
61

18
1
2
5
26
0
7

104
22
19
73
218
12
29

7
2
2
10
21
2
4

令和２年 令和元年 同期比較
９月 累計 累計９月 年計 ９月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）


